


 



はじめに 

 県では、平成24年に、おおむね10年先を見据えた県の戦略
計画「みえ県民力ビジョン」を策定するとともに、ビジョンを
着実に推進するために、「みえ県民力ビジョン・行動計画」
（平成24～27年度）を策定し、さまざまな施策、事業等に取
り組んできました。 

 現在、現行動計画が今年度で終了するため、「県民力でめざ
す『幸福実感日本一』の三重」という基本理念を具体化するた
めの取組を示す第二次行動計画（仮称、以下「第二次行動計
画」という。）の策定を進めています。 

 第二次行動計画については、本年9月に三重県議会に中間案
を示すこととしており、本日の資料は現在進めている中間案の
検討を踏まえた内容としています。 
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第二次行動計画では「みえ県民力ビジョン」の基本的な 
考え方を継続し、基本理念の実現をめざしていきます。 

 パラダイム転換を伴う時代の分水嶺に立ち、県行政自らの変革を進める中で、県
民の皆様にも「アクティブ・シチズン」として積極的に社会に参画していただく
ことを呼びかけながら、日本一、幸福が実感できる三重の実現をめざし、政策を
推進してきました。 

 本格的な人口減少社会の到来、経済のグローバル化の進展といった時代潮流の中
で、新しい三重づくりを進めるうえで、「アクティブ・シチズン※1」の意義や
「協創※2」の必要性は、ますます強まっており、ビジョンの基本的な考え方を継
続しながら、県民力を結集し、三重県の未来に幸福実感日本一の花を咲かせるこ
とができるよう取組を加速させます。 

 また、次期行動計画の策定にあたっては、「新しい豊かさ」をさらに追及できる
よう、三重県らしさを加味し、考え方を整理し、深掘りしていきます。ビジョン
では、「新しい豊かさ」は、経済的な豊かさだけでなく、精神的な豊かさや生活
の質の向上を実感できる成熟社会にふさわしい豊かさであると示しています。 

  

 ※1  アクティブ・シチズン：社会における自らの役割と責任を自覚し、積極的に 
    社会に参画する住民をあらわす言葉です。 

 ※2 協創：県民の皆様と行政それぞれが「公」を担う主体として自立し、行動 
    することで、協働による成果を生み出し、新しいものを創造していくことを 
           「協創」と呼んでいます。 
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「みえ県民力ビジョン」の基本理念は県民力でめざす「幸福実感日本一」の三重です。 















「新しい豊かさ」の５つの視点から 
施策を見直しています。 

•将来に対して不安を感じることなく安心して暮らすことができる 
【社会全体の安全・安心のシステムの充実（セーフティネット・インフラ）】 

視点１ 

•自分に合った暮らし方／自分らしい生き方を選択できる 
【価値観の多様化への対応】 

視点2 

•より高い目標に向けてチャレンジができ、失敗しても何度でも挑戦できる 
【自己実現の後押し（個人の特性や能力の発揮のための環境作り）】 

視点3 

•家族の絆や地域とのつながりを感じ、支え合って暮らすことができる 
【社会関係資本（人とのつながり・ネットワークなど）の充実・再生】 

視点４ 

•美しい自然・多彩な文化・伝統と革新ある技術など多様な資源が生かされ、
地域が活気にあふれ、賑わっている 
【地域の魅力向上（多様な資源の活用や磨き上げ・情報発信）】 

視点５ 
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